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語
り

銕
仙
会
能
楽
研
修
所

２
０
２
６
年
５
月
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日（
日
）
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時

水
俣
病
公
式
確
認
70
年

わわわわわわわ
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長長
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罰罰罰罰罰罰罰罰
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ぶぶぶぶぶ
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ゃゃゃ
あああああああ
るるるるるる
がががががががが
、、、、、、、
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りりりりり
先先先先先先
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、、、、、、、杢杢杢杢
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方方方方方方
にににににに
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ははははははは
よ
うう
おおお
迎迎迎迎迎迎
ええええええ
ののののの
来来来来来来来来
てててててて
くくくくくくく
れれれれれれ
ららららららららら
ししししし
たたたたたた
ほほほほほ
ううううう
がががが
、、、、、

ああああああああああ
りりり
がが
たたた
かかか
こここここ
ととととととと
でででででででで
ごごごごごごご
ざざざ
いいいいいいいいい
ままままままままま
すすすすすす
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こここここここ
ののの
子子
ばば
葬葬葬
っっっっっ
てててててててて
かかかかかか
らららららららら
、、ひひひひひひ
とととととと
つつつつつつ
のののののの
穴穴穴穴穴
ににににに
、、、、、

わわわわわわわわわ
ししし
どど
もも
ががが
後後後後後後後後
かかかかかかか
ららららら
入入入入入入入入入
っっっっっっ
ててててててててて
、、

抱抱抱抱抱
いい
て
ややや
ろろろ
うううう
ごごごごごご
だだだだだだだだだ
るるるるるるるる
とととととと
ばばばばばば
いいいいい
。。。。。

そそそ
げげげげげげ
んんんんんんん
じじじ
ゃゃゃゃ
ろろろろろ
ううううう
がががががが
なななななな
、、ああああああ
ねねねねね
さささささ
んんんんん
。。。。。

笠
井　

賢
一

水
俣
病
は
終
わ
っ
て
な
い
し
、
苦
し
み
も
癒
さ
れ
て
な
い
。

そ
う
言
い
続
け
て
石
牟
礼
道
子
は
亡
く
な
っ
た
。

私
た
ち
は
そ
の
想
い
を
引
き
継
い
で
い
く
。

こ
の
文
明
の
病
と
も
い
え
る
公
害
や
汚
染
は
地
球
の
気
候
変
動
も
含
め
進
行
し
続
け
て
い
る
。八

田
部

鉄



5
／／
17（
日
）  

15
時（
30
分
前
開
場
）

笠
井
賢
一

笠
井
賢
一　
１
９
４
９
年
生
ま
れ
。能
・
狂
言
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。ま
た
劇
作
、演
出

家
と
し
て
古
典
と
現
代
を
つ
な
ぐ
演
劇
活
動
を
、能
狂
言
役
者
や
歌
舞
伎
役
者
、現

代
劇
の
役
者
と
、邦
楽
、洋
楽
の
演
奏
家
た
ち
と
続
け
る
。作
品
は「
古
事
記
」か
ら

「
源
氏
物
語
」「
平
家
物
語
」、近
世
の
近
松
門
左
衛
門
、ま
た
近
世
の
夏
目
漱
石
、

樋
口
一
葉
、泉
鏡
花
、宮
澤
賢
治
、そ
し
て
新
作
能
ま
で
幅
広
く
演
出
す
る
。

設
楽
瞬
山

設
楽
瞬
山　
都
山
流
尺
八
奏
者
。演
劇
や
語
り
の
音
楽
と
し
て
、演
劇
的
な
内

容
に
深
く
添
っ
た
表
現
を
実
現
す
る
。若
村
麻
由
美
一
人
芝
居『
小
宰
相
身
投
|

平
家
物
語
に
よ
る
』や『
千
手
』、『
曽
根
崎
心
中
』、麻
実
れ
い
の
語
り
芝
居『
女
院

出
家
』、真
野
響
子
一
人
芝
居『
夢
十
夜
』、『
言
魂
¦
石
牟
礼
道
子
・
多
田
富
雄 

深

き
魂
の
交
歓
』の
音
楽
な
ど
多
数
。

佐
藤
岳
晶

佐
藤
岳
晶　
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル（
作
曲
理
論
）科
修
了
。近

世
邦
楽
研
究
に
お
い
て
、東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
了（
博
士（
学
術
））。地
歌
箏

曲
を
二
代
米
川
文
子（
人
間
国
宝
）師
、長
唄
・
荻
江
節
を
今
藤
尚
之
師
に
師
事
。

音
楽
作
品
か
ら
演
劇
・
舞
踊
の
た
め
の
音
楽
ま
で
、西
洋
音
楽
、近
世
邦
楽
を
横
断

す
る
作
曲
・
演
奏
活
動
を
行
う
。

八
田
八
田
部
鉄　
２
０
１
２
年
よ
り
、劇
作
家
、演
出
家
の
笠
井
賢
一
氏
の
主
宰
す
る
能

塾
、及
び
、花
習
塾
に
所
属
。氏
、お
よ
び
、塾
生
た
ち
と
共
に
、古
典
と
現
代
を
つ
な

ぐ
演
劇
活
動
を
続
け
る
。氏
の
演
出
す
る『
平
家
物
語
』、『
古
事
記
』、『
賢
治
曼
荼

羅
』に
出
演
。今
回
は
、自
ら
も
構
成
し
、一
人
芝
居
と
し
て
再
演
す
る
。舞
台
朗
読
の

会「
音
夢（
ね
む
）」の
会
員
。 石

牟
礼
道
子

石
牟
礼
道
子　
１
９
２
７
年
熊
本
県
天
草
郡
生
ま
れ
。

詩
人
・
作
家
。１
９
６
９
年
に
公
刊
さ
れ
た「
苦
海
浄
土

―
わ
が
水
俣
病
」は
文
明
の
病
と
し
て
の
水
俣
病
を

描
い
た
歴
史
的
な
作
品
。１
９
７
３
年
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
、

１
９
９
３
年「
十
六
夜
橋
」で
紫
式
部
文
学
賞
、２
０
１

１
年
朝
日
賞
、２
０
０
２
年「
は
に
か
み
の
国
―
石
牟
礼

道
子
全
詩
集
」で
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
。新
作
能「
不
知
火
」が
東
京
・

熊
本
・
水
俣
で
上
演
さ
れ
た
。藤
原
書
店
刊
行
石
牟
礼
道
子
全
集「
不
知
火
」が

完
結
。そ
の
後
も
次
々
と
著
書
の
刊
行
さ
れ
る
が
、２
０
１
８
年
２
月
10
日
逝
去
。

こ
れ
か
ら
も
世
界
の
レベル
で
重
要
な
作
家
と
し
て
読
み
継
が
れ
る
存
在
で
あ
る
。
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患
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歳
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音
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設
楽
瞬
山
、 

佐
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岳
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演
出　

笠
井
賢
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２
０
２
７
年
３
月
１１
日(

木)

〈
石
牟
礼
道
子
生
誕
１
０
０
年
〉

新
作
狂
言『
な
ご
り
が
原
』

新
作
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不
知
火
』

多
田
富
雄
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新
作
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一
石
仙
人
』

２
０
２
７
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３
月
２７
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１3
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京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

申
込
フ
ォ
ー

申
込
フ
ォ
ー
ム

２
０
２
６
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◯
お
申
し
込
み
 ア
ト
リ
エ
花
習

野
村
裕
基

梅
若
紀
彰

片
山
九
郎
右
衛
門

石
牟
礼
道
子
作　

宝
生
能
楽
堂

石
牟
礼
道
子
作


